
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いつまでに対応していればよい？

 

（１）見直しの目的 

 

＜正規雇用労働者と非正規雇用労働者における待遇差の判断＞ 

× 違いを認めないもの 

「手当」通勤手当、出張手当、食事手当、精皆勤手当、特殊作業手当、深夜・休日手当、単身赴任手当など 

「福利厚生」食堂・休憩室・更衣室の利用、慶弔休暇、病気休暇など 

○ 違いを認めるもの 

「基本給」職業経験や能力、業績や成果、勤続年数などの差に応じて支給 

「賞与」業績などへの貢献度に応じて支給する場合、貢献度の違いに応じて支給 

「パートタイム・有期雇用労働者の同一労働同一賃金」 

～パートタイム・有期雇用労働法により均等・均衡待遇の確保が義務化！～ 

１．同一労働同一賃金とは？ 

 FJ ニュース 2019 年 9 月号で、派遣労働者に係る同一労働同一賃金制度について特集いたしました。

制度については労働者派遣法で規定されていますが、改正労働者派遣法の施行日は、派遣元・派遣先の企業

規模にかかわらず、2020 年 4 月 1 日となります。派遣先の皆様には、法制度をご理解いただき、情報提

供等へのご協力をお願い申し上げます。 

 また、派遣先の皆様におかれましても、パートタイム・有期雇用労働法の施行により、直接雇用している

パートタイム労働者や有期雇用労働者の不合理な待遇差を解消するための規定が整備されます。 

パートタイム・有期雇用労働法の施行日は、大企業が 2020 年 4 月 1 日、中小企業は 2021 年 4 月 1

日と企業規模により異なりますが、短時間労働者または有期雇用労働者を派遣労働者の比較対象労働者に

選定する場合は，パートタイム・有期雇用労働法に基づき、派遣先の通常の労働者との間で均衡待遇が確保

されている者に限られます。 

今月は、「パートタイム・有期雇用労働者の同一労働同一賃金」について特集いたします。 

２．法律を見直す目的と見直しの内容 
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（２）見直しの内容 

 

 

待遇規定 内容 原則の考え方 

均衡待遇規定 

＜法第 8 条＞ 

①職務内容、②職務内容・配置

の変更の範囲、③その他の事

情を考慮して不合理な待遇差

は禁止。 

不合理な待遇差の禁止 

考慮要素を踏まえて、無期雇用フルタイム

労働者と同一なら同一の、相違があれば相

違に応じた扱いが求められる。 

均等待遇規定 

＜法第 9 条＞ 

①職務内容、②職務内容・配置

の変更の範囲が同じ場合は、

差別的な取り扱いは禁止。 

差別的取扱いの禁止 

考慮要素に関係なく、無期雇用フルタイム

労働者と同一の扱いが求められる。 

 

 

 

・ 
・ 

 

３．企業の取組み手順 

就業規則や賃金規定を見直すには、短時間労働者・有期雇用労働者を含む労使の話し合いが必要です。また、

検討の結果、手当等を改善するためには原資など考慮・検討しなければならないことがたくさんあります。 

対応は、計画的に進めるようにしましょう。パートタイム・有期雇用労働法の施行日は、 

２０２０年４月１日（中小企業は、2021 年 4 月 1 日から適用） 


